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 ⼭⼝⼤学は、1815（⽂化 12）年、⻑州藩藩⼠・上⽥鳳陽によって
創設された私塾・⼭⼝講堂を前⾝とし、明治・⼤正期の学制における⾼
等教育機関を経て、1949（昭和 24）年に平和と繁栄を願い、地域
における⾼等教育および学問研究の中核たる新制⼤学として創設され
ました。 
 創設時の松⼭基範初代学⻑は、新⼊⽣に「真理を探究し、これを応
⽤して社会に貢献する基礎を培うとともに、⼈格修⾏の場とされたい」と
述べています。 
 私たち⼭⼝⼤学は、21 世紀の多様な課題を 「発⾒し・はぐくみ・かた
ちにする」 豊かな「知の広場」を創り出します。（⼭⼝⼤学憲章 2007
年 2 ⽉） 
 ⼭⼝⼤学は現在、9 学部１学環 8 研究科を有する総合⼤学で、⼤
学院博⼠課程は医学系研究科、創成科学研究科、東アジア研究科、

共同獣医学研究科が設置されています。 
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＊は博⼠前期課程の学⽣にも参考にして欲しい箇所 

 

⼤学院学⽣研究⼿帳 
  

 この⼿帳には⼤学院博⼠課程学⽣ (創成科学研究科では博⼠後期課
程学⽣、以下同様) の在学時における研究活動の指針、キャリアアップの
⽅法、学⽣の⼼得が記載されている。博⼠課程の学⽣には所定の年限以
内で修了するよう、⼊学時にしっかりと⽬標を⽴て、節⽬の時期にどの程度
達成できたかを⾃⼰評価するための記述欄が含まれている。博⼠課程では
単位取得だけではなく、研究論⽂および学位にふさわしい学識・常識を⾝に
つけることが必要である。有意義で計画的な学⽣⽣活を過ごすためにこの⼿
帳を活⽤いただきたい。博⼠前期課程の学⽣においては、在学期間は短く
短期決戦であるので、無駄のない意義深い在学期間となるよう活⽤いただ
きたい。さらに、博⼠課程への進学を⽬指す参考としていただきたい。 
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2026 年（令和 8 年） 
 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
1 木 日 日 水 金 月 

2 金 月 月 木 土 火 

3 土 火 火 金 日 水 

4 日 水 水 土 月 木 

5 月 木 木 日 火 金 

6 火 金 金 月 水 土 

7 水 土 土 火 木 日 

8 木 日 日 水 金 月 

9 金 月 月 木 土 火 

10 土 火 火 金 日 水 

11 日 水 水 土 月 木 

12 月 木 木 日 火 金 

13 火 金 金 月 水 土 

14 水 土 土 火 木 日 

15 木 日 日 水 金 月 

16 金 月 月 木 土 火 

17 土 火 火 金 日 水 

18 日 水 水 土 月 木 

19 月 木 木 日 火 金 

20 火 金 金 月 水 土 

21 水 土 土 火 木 日 

22 木 日 日 水 金 月 

23 金 月 月 木 土 火 

24 土 火 火 金 日 水 

25 日 水 水 土 月 木 

26 月 木 木 日 火 金 

27 火 金 金 月 水 土 

28 水 土 土 火 木 日 

29 木  日 水 金 月 

30 金  月 木 土 火 

31 土  火  日  
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年間スケジュール 
 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
1 水 土 火 木 日 火 

2 木 日 水 金 月 水 

3 金 月 木 土 火 木 

4 土 火 金 日 水 金 

5 日 水 土 月 木 土 

6 月 木 日 火 金 日 

7 火 金 月 水 土 月 

8 水 土 火 木 日 火 

9 木 日 水 金 月 水 

10 金 月 木 土 火 木 

11 土 火 金 日 水 金 

12 日 水 土 月 木 土 

13 月 木 日 火 金 日 

14 火 金 月 水 土 月 

15 水 土 火 木 日 火 

16 木 日 水 金 月 水 

17 金 月 木 土 火 木 

18 土 火 金 日 水 金 

19 日 水 土 月 木 土 

20 月 木 日 火 金 日 

21 火 金 月 水 土 月 

22 水 土 火 木 日 火 

23 木 日 水 金 月 水 

24 金 月 木 土 火 木 

25 土 火 金 日 水 金 

26 日 水 土 月 木 土 

27 月 木 日 火 金 日 

28 火 金 月 水 土 月 

29 水 土 火 木 日 火 

30 木 日 水 金 月 水 

31 金 月  土  木 
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2027 年（令和 9 年） 
 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
1 金 月 月 木 土 火 

2 土 火 火 金 日 水 

3 日 水 水 土 月 木 

4 月 木 木 日 火 金 

5 火 金 金 月 水 土 

6 水 土 土 火 木 日 

7 木 日 日 水 金 月 

8 金 月 月 木 土 火 

9 土 火 火 金 日 水 

10 日 水 水 土 月 木 

11 月 木 木 日 火 金 

12 火 金 金 月 水 土 

13 水 土 土 火 木 日 

14 木 日 日 水 金 月 

15 金 月 月 木 土 火 

16 土 火 火 金 日 水 

17 日 水 水 土 月 木 

18 月 木 木 日 火 金 

19 火 金 金 月 水 土 

20 水 土 土 火 木 日 

21 木 日 日 水 金 月 

22 金 月 月 木 土 火 

23 土 火 火 金 日 水 

24 日 水 水 土 月 木 

25 月 木 木 日 火 金 

26 火 金 金 月 水 土 

27 水 土 土 火 木 日 

28 木 日 日 水 金 月 

29 金  月 木 土 火 

30 土  火 金 日 水 

31 日  水  月  
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年間スケジュール 
 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
1 木 日 水 金 月 水 

2 金 月 木 土 火 木 

3 土 火 金 日 水 金 

4 日 水 土 月 木 土 

5 月 木 日 火 金 日 

6 火 金 月 水 土 月 

7 水 土 火 木 日 火 

8 木 日 水 金 月 水 

9 金 月 木 土 火 木 

10 土 火 金 日 水 金 

11 日 水 土 月 木 土 

12 月 木 日 火 金 日 

13 火 金 月 水 土 月 

14 水 土 火 木 日 火 

15 木 日 水 金 月 水 

16 金 月 木 土 火 木 

17 土 火 金 日 水 金 

18 日 水 土 月 木 土 

19 月 木 日 火 金 日 

20 火 金 月 水 土 月 

21 水 土 火 木 日 火 

22 木 日 水 金 月 水 

23 金 月 木 土 火 木 

24 土 火 金 日 水 金 

25 日 水 土 月 木 土 

26 月 木 日 火 金 日 

27 火 金 月 水 土 月 

28 水 土 火 木 日 火 

29 木 日 水 金 月 水 

30 金 月 木 土 火 木 

31 土 火  日  金 
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2028 年（令和 10 年） 
 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
1 土 火 水 土 月 木 

2 日 水 木 日 火 金 

3 月 木 金 月 水 土 

4 火 金 土 火 木 日 

5 水 土 日 水 金 月 

6 木 日 月 木 土 火 

7 金 月 火 金 日 水 

8 土 火 水 土 月 木 

9 日 水 木 日 火 金 

10 月 木 金 月 水 土 

11 火 金 土 火 木 日 

12 水 土 日 水 金 月 

13 木 日 月 木 土 火 

14 金 月 火 金 日 水 

15 土 火 水 土 月 木 

16 日 水 木 日 火 金 

17 月 木 金 月 水 土 

18 火 金 土 火 木 日 

19 水 土 日 水 金 月 

20 木 日 月 木 土 火 

21 金 月 火 金 日 水 

22 土 火 水 土 月 木 

23 日 水 木 日 火 金 

24 月 木 金 月 水 土 

25 火 金 土 火 木 日 

26 水 土 日 水 金 月 

27 木 日 月 木 土 火 

28 金 月 火 金 日 水 

29 土 火 水 土 月 木 

30 日  木 日 火 金 

31 月  金  水  
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年間スケジュール 
 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
1 土 火 金 日 水 金 

2 日 水 土 月 木 土 

3 月 木 日 火 金 日 

4 火 金 月 水 土 月 

5 水 土 火 木 日 火 

6 木 日 水 金 月 水 

7 金 月 木 土 火 木 

8 土 火 金 日 水 金 

9 日 水 土 月 木 土 

10 月 木 日 火 金 日 

11 火 金 月 水 土 月 

12 水 土 火 木 日 火 

13 木 日 水 金 月 水 

14 金 月 木 土 火 木 

15 土 火 金 日 水 金 

16 日 水 土 月 木 土 

17 月 木 日 火 金 日 

18 火 金 月 水 土 月 

19 水 土 火 木 日 火 

20 木 日 水 金 月 水 

21 金 月 木 土 火 木 

22 土 火 金 日 水 金 

23 日 水 土 月 木 土 

24 月 木 日 火 金 日 

25 火 金 月 水 土 月 

26 水 土 火 木 日 火 

27 木 日 水 金 月 水 

28 金 月 木 土 火 木 

29 土 火 金 日 水 金 

30 日 水 土 月 木 土 

31 月 木  火  日 
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2029 年（令和 11 年） 
 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
1 月 木 木 日 火 金 

2 火 金 金 月 水 土 

3 水 土 土 火 木 日 

4 木 日 日 水 金 月 

5 金 月 月 木 土 火 

6 土 火 火 金 日 水 

7 日 水 水 土 月 木 

8 月 木 木 日 火 金 

9 火 金 金 月 水 土 

10 水 土 土 火 木 日 

11 木 日 日 水 金 月 

12 金 月 月 木 土 火 

13 土 火 火 金 日 水 

14 日 水 水 土 月 木 

15 月 木 木 日 火 金 

16 火 金 金 月 水 土 

17 水 土 土 火 木 日 

18 木 日 日 水 金 月 

19 金 月 月 木 土 火 

20 土 火 火 金 日 水 

21 日 水 水 土 月 木 

22 月 木 木 日 火 金 

23 火 金 金 月 水 土 

24 水 土 土 火 木 日 

25 木 日 日 水 金 月 

26 金 月 月 木 土 火 

27 土 火 火 金 日 水 

28 日 水 水 土 月 木 

29 月  木 日 火 金 

30 火  金 月 水 土 

31 水  土  木  
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年間スケジュール 
 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
1 日 水 土 月 木 土 

2 月 木 日 火 金 日 

3 火 金 月 水 土 月 

4 水 土 火 木 日 火 

5 木 日 水 金 月 水 

6 金 月 木 土 火 木 

7 土 火 金 日 水 金 

8 日 水 土 月 木 土 

9 月 木 日 火 金 日 

10 火 金 月 水 土 月 

11 水 土 火 木 日 火 

12 木 日 水 金 月 水 

13 金 月 木 土 火 木 

14 土 火 金 日 水 金 

15 日 水 土 月 木 土 

16 月 木 日 火 金 日 

17 火 金 月 水 土 月 

18 水 土 火 木 日 火 

19 木 日 水 金 月 水 

20 金 月 木 土 火 木 

21 土 火 金 日 水 金 

22 日 水 土 月 木 土 

23 月 木 日 火 金 日 

24 火 金 月 水 土 月 

25 水 土 火 木 日 火 

26 木 日 水 金 月 水 

27 金 月 木 土 火 木 

28 土 火 金 日 水 金 

29 日 水 土 月 木 土 

30 月 木 日 火 金 日 

31 火 金  水  月 
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博⼠課程の意義と学⽣⽀援策 
博⼠課程学⽣（創成科学研究科では博⼠後期課程学⽣、以下同様）は、

我が国の将来を左右する重要かつ⼤切な⼈材であり、第 6 期科学技術・イノベ
ーション基本計画において記載されている Society 5.0 の実現に不可⽋な様々
な技術開発や総合的知の源であり、同基本計画の柱でもある「イノベーション創
出」においても重要な役割を果たすことが期待されている。そのために博⼠課程学
⽣には、必要な能⼒を涵養すると共に、⾝につけた能⼒を実践する場に出ること
が求められている。しかしながら、わが国ではまだ⼗分な数と質の博⼠⼈材が確保
できていないと⾔われている。そこで、わが国の研究⼒を⽀える⼈材を育成するた
め、数年前から博⼠課程の学⽣⽀援が拡充されてきている。  

特に、この博⼠課程学⽣の⽀援体制の強化を求める社会からの要請を受けて、
⽂部科学省は、博⼠を⽬指す⼈材が安⼼して学修できる環境を整え、⾼い専
⾨性と汎⽤的能⼒を有する⼈材として⽣き⽣きと活躍することを後押ししたいとい
う考えから、2024（令和６）年３⽉に「博⼠⼈材活躍プラン~博⼠をとろう~」
を取りまとめた。 このプランでは、2040 年における⼈⼝ 100 万⼈当たりの博⼠
号取得者数を世界トップレベル(2020 年度⽐約 3 倍)に引き上げることを⼤⽬
標としている。⼭⼝⼤学で 2021（令和 3）年度後期からスタートした SPRING
は、この「博⼠⼈材活躍プラン」に含まれる博⼠課程学⽣⽀援策の⼀つである。
従前の⽀援制度は⽇本学術振興会の特別研究員制度とリサーチ・アシスタント
(RA)制度のみであったが、2021（令和３）年度から⼤学フェローシップ制度が、
そして 2021（令和３年）度後期から次世代研究者挑戦的研究プログラム
(SPRING)が始まった。後者の新しい 2 つの⽀援策は 2024（令和 6）年度か
ら⼀本化され、修⼠課程から進学して博⼠課程に在籍している約 3 万⼈の 7 割
に相当する⼈数が⽀援を受けることになる。 

SPRING での⽀援対象は、⼀定の条件のもと、わが国の科学技術・イノベーシ
ョンの創造に直接関わる意思を有する者とされている。⽂系・理系を問わず、研究
実績ではなく、意思と潜在能⼒で選抜される。 
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本学の SPRING は、「深化した”シン・⽂殊グループ”を核とする異分野融合研
究実践型博⼠後期課程学⽣育成プロジェクト」として実施され、2025（令和 7）
年度においては、⽀援枠 47 ⼈が、「やまぐち未来創発塾」の塾⽣として、各⾃の
研究課題に加えて、異分野融合型研究テーマを併せ持つ「シン・⽂殊グループ」
の活動を⾏った。 

 

博⼠課程修了⽣に求められている資質 
本学の⼤学院学則では、⼤学院の⽬的を「学術の理論及び応⽤を教授研究

し、その深奥を究めて、⼜は⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための深い学
識及び卓越した能⼒を培い、⽂化の進展に寄与すること」と述べている。学⽣は、
在学期間中に専攻において定められた授業科⽬を履修し、所定の単位を修得し、
かつ、必要な研究指導を受けた上、学位論⽂の審査及び最終試験に合格する
ことによって、学位を授与される。 

学位論⽂の審査基準はそれぞれの研究科・専攻ごとに内規が定められている
ので⼀概には⾔えないが、例えば創成科学研究科の博⼠後期課程では 
・研究内容は新規性、有⽤性、信頼性、完成度などにおいて⼗分なものである 
・課題について、所定の研究期間に照らして⼗分有意な成果が得られている 
・関連論⽂は査読付きの学術論⽂としての掲載が決定している 
・論⽂が論理的かつ明快に記述されている 
・学位論⽂審査会の場での⼝頭発表および質疑に対する応答が論理的かつ明
確に⾏われ、博⼠の学位を授与するにふさわしい⾼度な研究能⼒及びその基礎
となる豊かな学識を備えていると認められる 
・学術研究における規範遵守の姿勢ならびに研究倫理を⾝につけている 
とされている。すなわち、博⼠課程を修了して博⼠の学位を取得して社会に出た
ものは、研究者としての資質は担保されていると⾔える。 
 しかしながら、博⼠課程修了⽣を受け⼊れる社会は上記の専⾨性だけでは⼗
分とは考えてはない。近年では博⼠課程を経ずに社会に出てきた者と⽐べて、
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「関連づける⼒、質問⼒、観察⼒、ネットワーク⼒、実験⼒」に優れていることを求
めている。これら５つの⼒の根源として、次のような３つのトランスファラブルスキルを
在学中に涵養していることが望まれている。すなわち 
①「対課題スキル」︓多様な情報の中から課題を捉え、仕事の段取りを組み⽴て
て実⾏する 
②「対⾃⼰スキル」︓課題に対して主体的に取り組み、成果を上げるために⾃ら
をコントロールする 
③「対⼈スキル」︓チームの中でのコミュニケーション⼒や交渉⼒など、仕事での成
果を出すために⼈間関係を構築する 
 社会でどのような仕事に就こうとも、学位論⽂の課題を⽣涯追究することはない。
課題が完了、発展して、あるいは⾏き詰って変更となる場合、別の職場へと移動
する場合、あるいは転職する場合もあるであろう。どのようなキャリアパスであろうとも、
転⽤・応⽤できるスキル（トランスファラブルスキル）を⾝につけて柔軟に対応でき
る⼈材こそが博⼠課程修了⽣に求められている。 
 以上は主として博⼠課程についてであるが、博⼠前期課程の学⽣も、それらに
準拠して⾃⼰研鑽して欲しい。また、これらを参考にして博⼠課程への進学の可
能性を視野に⼊れ、より⾼いレベルの技術者、研究者をめざす指標としても役⽴
てて欲しい。 
 

次世代研究者挑戦的研究プログラム(SPRING) 
 ⼤学院を知の⽣産、価値創造を先導する「知のプロフェッショナル」の育成の中
⼼と位置付けて、⼤学院教育の体質改善が叫ばれている。 
・学部段階で⾝につけることが求められる論理性や批判的思考⼒、コミュニケーシ
ョン能⼒等の普遍的なスキル・リテラシーを⾼い⽔準で⾝につけること 
・⾃ら課題を発⾒し仮説を構築・検証する⼒等により、社会を先導する⼒と様々
な場⾯で通⽤させるトランスファラブルな⼒ 
・狭くて深い知識ではなく、複数の領域にわたる⾼度な専⾨的知識 
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 これらを単なる知識としてではなく、実践的に体得する優秀な学⽣を選抜して⽀
援するプログラムが始まっている。本学も JST（国⽴研究開発法⼈ 科学技術振
興機構）の次世代研究者挑戦的研究プログラム(SPRING)に応募し、「”シン・
⽂殊グループ”を核とする異分野融合研究実践型博⼠後期課程学⽣育成プロ
ジェクト」が 2021（令和 3）年度後期からスタートした。さらに、このプログラムは
2024（令和 6）年度に、もう⼀つの博⼠課程学⽣⽀援制度である⼤学フェロ
ーシップと統合され、新たな次世代研究者挑戦的プログラム(SPRING)が再始動
したが、⼭⼝⼤学はこのプログラムにも採択され、「深化した”シン・⽂殊グループ”
を核とする異分野融合研究実践型博⼠後期課程学⽣育成プロジェクト」が再ス
タートした。 
このプログラムは 2026（令和 8）年度まで継続されるが、2026（令和 8）年
度は、2027（令和 9）年度から新たに始まる新制度による次世代研究者挑戦
的プログラム(SPRING)の試⾏期間として位置付けられ、研究奨励費（⽣活費
相当として⽀給。但し留学⽣、社会⼈学⽣を除く）や、研究費、教育プログラム
の対象学⽣の変更がなされている。詳細については、キャリアセンター・専⾨キャリ
ア⽀援部⾨のホームページ(https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~cpd/) の
「JST-SPRING 事業」のバナーからリンクしている募集要項を参照のこと。 

このプロジェクトに参加しない学⽣もこれからの博⼠課程修了者には具体的にど
ういう資質が求められているかを理解しておくことは肝要である。以下、このプロジェ
クトの概要を記しておくので、プロジェクトに直接参加しない学⽣も⾃⼰研鑽するこ
とが期待される。 

やまぐち未来創発塾 
本学における SPRING 選抜学⽣(社会⼈学⽣を除く)はやまぐち未来創発塾

⽣として、各⾃の研究課題に加えて、異分野融合型研究テーマを併せ持つ「シ
ン・⽂殊グループ」の活動を⾏う。塾の提供するプログラムは次の 4 つ: 

①トランスファラブルスキル涵養と実践の場の提供 
・「対課題スキル」涵養には、創成科学研究科の⼤学院共通科⽬群（イノベー
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ション教育科⽬）を利⽤する。この科⽬群は、リサーチメソドロジー特論、イノベー
ション特論、技術ロードマッピング特論、製品開発特論から構成されており、選抜
学⽣は、このうちから最低 1 科⽬の受講を必須とする。（開講時期、開講⽅法
については、⼊塾後、説明） 
・「対⾃⼰スキル」涵養は、「対課題スキル」で涵養した能⼒に基づいて⾃分の研
究を分析することにより実施する。また、別途、開催予定の各種セミナーを履修す
ることによって、この能⼒を伸ばす。 
・「対⼈スキル」涵養には、⼤学院共通科⽬として提供されている「プレゼンテーシ
ョン特論」、「サイエンティフィック・ライティング」の履修を推奨する。 
・涵養したトランスファラブルスキル実践の場として、異なる学年、研究科、専攻の
学⽣ 3 ⼈を 1 組としたグループ（シン・⽂殊グループ）を構築する。本活動への
積極的参加を選抜学⽣は必須とする。 

②キャリアデザインの涵養と実践の場の提供 
・博⼠課程学⽣に多様なキャリアパスを考えさせるきっかけを与える講義として、キ
ャリアデザインⅡを開講している。この講義では、学外講師（企業関係者、ベンチ
ャー起業家）や学内講師（研究科⻑など）から、博⼠課程修了後の多彩なキ
ャリアパスの可能性について講演してもらっている。この講義の受講を強く推奨する。
また、キャリアパス構築の参考となるセミナーも随時開催する。 
・インターンシップは、キャリアデザインの実践の場であり、インターンシップ先への博
⼠課程学⽣の派遣については、キャリアセンター・専⾨キャリア⽀援部⾨が調整を
⾏う。 

③国際性涵養と実践の場の提供 
・国際性涵養には、英語をコミュニケーションツールとして使うための各種セミナーな
どを開催する。また、学内で実施される各種セミナーには、積極的に参加していた
だきたい。 
・国際性を伸ばす実践の場としての海外研修については、各研究科において独⾃
に実施されている海外派遣制度などを利⽤する。なお、⽀給される研究費は、学
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⽣本⼈の海外旅費として利⽤可能である。 

④研究⼒の涵養と実践の場の提供（特に異分野融合研究を中⼼に） 
・博⼠課程学⽣の研究⼒のうち、やまぐち未来創発塾では、異分野融合研究⼒
を涵養することを⽬指している。その仕組みとして、学年、研究科、専攻の異なる
3〜4 ⼈組グループ（シン・⽂殊グループ）を構築、その活動による相互触発を
誘導、これを起点とする異分野融合研究をより実践的なものとする。 

 このプロジェクトに選抜される学⽣は異分野融合研究に取り組み、指定された
科⽬の履修やセミナー等に参加し、インターンシップや海外派遣に積極的に参加
することで、年間 228 万円の研究奨励費（⽣活費相当として⽀給。但し留学
⽣、社会⼈学⽣を除く）と 30 万円程度の研究費を使うことができる（2026 年
現在予定）。⼊学時期に先だって募集
が⾏われており、詳細は本学のホームペ
ージの「次世代研究者挑戦的研究プロ
グラム」のバナーからリンクしている募集要項を参照のこと。 

 

各研究科の共通科⽬ 

創成科学研究科 
⼤学院博⼠課程は、専攻分野に関する専⾨的知識に加えて、研究者・技術

者倫理、知的財産権などの知識及び問題解決能⼒等の素養を⾝につけ、イノベ
ーションの進展に寄与できる⾼度専⾨職業⼈を養成する。このため、創成科学研
究科では研究科共通科⽬群を開設しており、各専攻・コースで指定された必修
や選択科⽬の単位履修が求められている。詳細は研究科要覧や電⼦シラバスに
譲り、ここではそのあらましを記述する。 

なお、他の研究科ではそれぞれの規定を参照すること。前述のように、イノベー
ション教育科⽬やキャリア教育科⽬は次世代研究者挑戦的研究プログラムで選
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抜されたやまぐち未来創発塾の塾⽣には履修が求められているものがある。課程
修了の要件となる単位として認められる研究科もある。規定がない場合でも履修
あるいは聴講することは担当教員の許可があれば可能であるが、履修登録は各
研究科の学⽣担当係(学務係など)に相談すること。 

●研究科共通科⽬（M は博⼠前期課程、D は博⼠後期課程） 
〇研究基盤科⽬ 

    研究者⾏動規範特論（M 必修、D は他⼤学から進学などの場合は必修） 
  知的財産特論（M 必修、D は他⼤学から進学などの場合は必修） 
  サイエンティフィック・ライティング（M、Ｄ選択） 
  プレゼンテーション特論（M、Ｄ選択） 
〇イノベーション教育科⽬ 
  研究開発戦略論（M 必修）  
  企業経営と財務（M 選択） 
  リサーチメソドロジー特論（Ｄ⼀部必修） 
  イノベーション特論（Ｄ⼀部必修） 
  技術ロードマップ特論（Ｄ⼀部必修） 
  製品開発特論（Ｄ選択） 
〇キャリア教育科⽬ 
  キャリアデザインⅠ（M 選択）  
  学外特別研修Ⅰ（M 選択） 
  ⻑期インターンシップⅠ（M 選択） 
  キャリアデザインⅡ（Ｄ選択） 
  学外特別研修Ⅱ（Ｄ選択） 
  ⻑期インターンシップⅡ（Ｄ選択） 
  ジョブ型研究インターンシップ(D 選択) 

●専攻基盤科⽬（各専攻必修、選択） 

●専⾨科⽬（各専攻） 
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 研究科共通科⽬（研究基盤科⽬、イノベーション教育科⽬）は、教育⽀援セ
ンターが担い、専攻基盤科⽬及び専⾨科⽬並びに研究指導は各専攻が担うこと
になっている。具体的にはキャリアセンター・専⾨キャリア⽀援部⾨でキャリアデザイ
ンⅡ、ジョブ型研究インターンシップを担当する。（注︓博⼠前期課程のキャリア
デザインⅠは各専攻で開設） 

なお、その他、研究基盤科⽬は、教育⽀援センター、知財センター、国際総合
科学部教員が担当し、イノベーション教育科⽬は技術経営研究科教員が担当
する。 

 「キャリアデザイン」という科⽬は次のように記されている。 
 前期課程および後期課程において学んだ知識が、どのように企業で⽣かされて
いるかを理解する。 

キャリアデザインⅠ（前期課程）︓ キャリアパス教育の⼀環として、本学修了
⽣が企業内でどのように活躍しているか、学んだ知識がどのように⽣かされているか
を理解する。 

キャリアデザインⅡ（後期課程）︓ 博⼠課程の期間を有意義なものとするた
めに「⾃らがどうあるべきか」「何をなすべきか」を、博⼠⼈材の現状を踏まえて解説
する。さらに、課程修了後のキャリア設計に有益な能⼒のトレーニングと知識の伝
授を⾏うことで、⾼度科学技術⼈材として⾃らのキャリアを構築していく上での指
針を与えることを⽬指す。 

キャリアデザインⅡの講義担当はアカデミック社会以外の経験がある研究科の
専任教員や現職の企業⼈も分担する。⾃らの博⼠課程の時期及び実社会での
体験を踏まえて、キャリア設計をどう考えたかの話をしてもらえるので博⼠課程の学
⽣には有意義である。 

インターンシップ ︓ 博⼠課程学⽣のインターンシップは企業における研究⽅法
などがよくわかり、学⽣の修学に対する補助となりうる。また、博⼠課程の学⽣が世
間の⾒えないたこつぼに⼊らないためにも良い経験となるであろう。国内外の企業
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が対象になり、海外でも受け⼊れが可能であればなおよい経験を得ることであろう。
これはアルバイトと異なってあくまでキャリアアップ（スキルアップ）を⽬的にしたもの
であり、アルバイト料を要求することはできないし、就職だけを⽬的にしたものでもな
い。 
 インターンシップ先は研究室で関係があるところや、本学でリストアップされた企業
のほか、HIRAKU コンソーシアム（広島⼤学、⼭⼝⼤学、徳島⼤学の連携）で
リストアップされている企業を選択することができる。また、ジョブ型研究インターンシ
ップの場合は、同推進協議会のマッチングシステムへ登録、これを利⽤する⽅法も
ある。単位数はインターンシップ期間の勉学時間に換算して認定される。詳細は
履修要覧を参照したり、担当係へ問い合わせること。 

医学系研究科 
 医学系研究科は、医学・保健学領域において、時代にあった社会のニーズに対
応するため、専⾨的な知識・技術並びに豊かな⼈間性及び⾼度な倫理観を培う
とともに、学際的連携を通して健康の増進及び医学・保健学の発展に世界的に
貢献できる⼈材を育成することを⽬的とする。 
 この⽬的を達成するため、医学専攻では専⾨科⽬の他に次のような共通科⽬
を必修(⼀部選択、詳細は学⽣要覧を参照)としている。 
 〇全学共通科⽬ 

研究者⾏動規範特論、知的財産特論 
 〇専攻共通科⽬ 

最先端医学研究科⽬、医学共通基礎科⽬、医学倫理学特論、 
トランスレーショナルリサーチ特論、トランスレーショナルリサーチ演習 

また、保健学専攻(博⼠後期課程)では 
 〇共通科⽬ 

探索的医療情報解析学特講、⽐較⽂化保健医療学特講 
が必修とされ、地域保健・医療⾏政を担うことができる管理・運営能⼒のある⼈
材の養成を掲げている。 
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共同獣医学研究科 
 ⿅児島⼤学との協定に基づき共同教育課程を編成、実施している共同獣医
学研究科は、⾼い⽣命倫理と研究者倫理を備えた獣医学専⾨家ならびに獣医
療⼈を養成するため、次のような共通科⽬を設定している(⼀部のみ引⽤、詳細
は学⽣便覧を参照)。 
 〇専⾨教養科⽬ 

研究者⾏動規範特論、知的財産特論、専⾨科学英語スキル 
 〇先端実践科⽬ 

プレゼンテーションスキル、学術情報収集スキル、機関研修スキル 

東アジア研究科 
 東アジアを深く理解し敬愛する指導的⾼度専⾨職業⼈を養成することを⽬的と
する研究科であり、研究者⾏動規範が必修となっている。なお、研究科規則第
13 条で、「指導教員が必要と認めるときは、他の研究科の授業科⽬を当該研究
科⻑の許可を得て履修することができる」とされており、6 単位までは他の研究科
の授業科⽬を履修することも可能である。 
 〇共通科⽬ 
   特別研究、研究者⾏動規範 
 
※なお、創成科学研究科以外の研究科においても、ジョブ型研究インターンシップ
は科⽬として設定されているので履修は可能である。この科⽬の履修については、
ジョブ型研究インターンシップ推進協議会のマッチングシステムへの登録、企業から
のジョブディスクリプションの確認とマッチング希望の登録、企業とのマッチング⾯談、
の順に進⾏する。企業とのマッチングが成⽴、インターンシップに参加するようになっ
た場合は、企業と⼤学の間で各種契約を締結する必要があるため、なるべく早く、
必ずキャリアセンター・専⾨キャリア⽀援部⾨へ連絡すること。 
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博⼠課程学⽣⽀援 

(1) ⽇本学術振興会特別研究員 
独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会が博⼠学⽣に対し年額 240 万円の研究奨

励⾦を⽀援している。加えて 150 万円までの研究費も交付される。博⼠後期課
程⼊学の前年に申請する DC1（博⼠後期課程在籍期間の 3 年間給付）と
博⼠後期課程 1 年次または 2 年次に申請する DC2（博⼠後期課程残り在籍
期間の 2 年間または１年間給付）がある。これらは給付であり、返還不要であ
る。（申請書の書き⽅についてはキャリアデザインⅡで講義）（申請期限は毎年
異なるが、学内申請は５⽉初旬である。） 

(2) ⽇本学⽣⽀援機構(奨学⾦) 
第 1 種（無利息）と第 2 種（有利息）がある。博⼠後期課程の奨学⾦は

第 1 種で 8 万円と 12 万 2 千円とがある。第 2 種では 5 万円から 15 万円まで
である。これらの奨学⾦は受給者の 1 割が全額免除、2 割が半額免除となる。
（4 ⽉のオリエンテーションでの説明に注意）。 

(3) RA(リサーチ・アシスタント)経費 
各研究科での募集を参照すること 

(4) JST の研究者養成プログラム 
前出で説明したように、本学では次世代研究者挑戦的研究プログラムが実施

されており、2025（令和７）年度までは、選抜学⽣には年間 228 万円の研究
奨励費（⽣活費相当として⽀給。但し留学⽣、社会⼈学⽣を除く）と 30 万円
程度の研究費が⽀給された。2025（令和７）年度での採⽤数は 47 ⼈となっ
ている。2026（令和８）年度は研究奨励費（⽣活費相当として⽀給。但し
留学⽣、社会⼈学⽣を除く）や研究費、教育プログラムの対象学⽣の変更がな
されている。詳細については、キャリアセンター・専⾨キャリア⽀援部⾨のホームペー
ジ(https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~cpd/) の「JST-SPRING 事業」のバ
ナーからリンクしている募集要項を参照のこと。 
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(5) 他にも多くの奨学⾦が準備されているので学内掲⽰やインターネットで調べ
るとよい。 
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博⼠課程学⽣⼼得 
以下の⼼得は⼤学院創成科学研究科博⼠後期課程に在学する学⽣及び

博⼠後期課程に進学を希望する学⽣を念頭に置いている。しかし、博⼠前期課
程の学⽣、ならびに他の研究科の学⽣にとっても考え⽅は共通しており、参考に
なるであろう。 

本来、博⼠課程に在籍する学⽣は 1 ⽇も早く学⽣⽣活を終えて社会で活躍
することが期待され、できれば修⼠課程と合わせて 1 年短縮し、もし可能ならば 2
年短縮するよう努⼒していただきたい。そのためには出来るだけ早く研究に着⼿し、
遂⾏し、成果を上げる必要がある。具体的には創成科学研究科の場合について
記述しているが、他の研究科でも参考になるものと思われる。 
 
●博⼠課程遂⾏上の⼀般的プログラム 
 博⼠後期課程 3 年間の⼯程表を次ページに⽰す（博⼠前期課程の場合は、
２年間の⼯程表を各⾃で設計しよう）。 

 キャリアセンター・専⾨キャリア⽀援部⾨では、⼤学院⽣が⾃らのキャリアパスを確
⽴するようにキャリアデザインⅡの企画実施、インターンシップの紹介、その他の助
⾔・相談を⾏っている。そして各種研究資⾦・奨学⾦の応募に関する助⾔、学位
を取得するために必要なこと、博⼠⼈材を求めている社会の諸分野などについて
の情報を提供している。 

博⼠課程が有意義なものになるかどうかは、進学時にいかに将来を⾒据えて計
画するかにかかっていると⾔っても過⾔ではない。⼯程表の例を参考にして、各⾃
のより詳しい⼯程表を⽴てよう。なお、博⼠課程修了に必要な要件(学位審査の
基準)は専⾨分野・所属する専攻ごとに異なる。 
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３年間のフローチャート（創成科学研究科の例） 

1 年次 
研究計画の⽴案 
修⼠論⽂をジャーナルへ投稿 
国内外での学会発表 
キャリアデザインⅡの履修 
学振特別研究員に応募 
インターンシップ、海外研修

2 年次 
研究計画の⾒直し  
Ｄ論研究の本格化  
途中成果を学会発表  
第 2 報の論⽂作成  
武者修⾏、学外特別研修 
業界分析・⾃⼰分析 
会社説明会・⾯接 

3 年次 
就職活動またはポスドクに応募 
Ｄ論研究の仕上げ  
第 3 報の論⽂作成  
論⽂のジャーナル出版 
Ｄ論作成開始(8 ⽉)  
Ｄ論仕上げ(12 ⽉) 
学位取得 
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●ジャーナル論⽂の書き⽅ 
論⽂を書く前に研究が必要である。研究はまずテーマを探すことから始まるが、こ

のテーマは指導教員に指⽰されることが多い。現在のように世界中で研究テーマや
内容が多様化しているとき、学⽣⾃⾝でオリジナルなテーマを探すのは容易ではな
い。そこで、指導教員の知恵を仰ぐことになる。テーマが決まれば、⽂献を調べ、熟
読する。その中で、未解決部分、不明部分を探して、⾃分の研究のオリジナリティ
を明らかにする。これを実⾏するための研究計画を⽴てる。研究計画の⽴案にあ
たっては、指導教員とよくディスカッションを⾏い、計画作成後は速やかに研究を開
始する。研究を実施し、結果が出そろったら、研究結果をとりまとめてまずは報告
書を作成し、それに従来の研究、研究⽬的、考察、参考⽂献等を加え整備し、
論⽂化する。 

英語論⽂の作成能⼒は、世界に通⽤する研究者となる上で必須の能⼒である。
初めての英語論⽂作成はこれまでたいへんな労⼒を要する難易度の⾼い作業で
あったが、近年、インターネット上で多くの優れた翻訳ソフトが使⽤できるようになり
その難易度が格段に低下している。翻訳ソフトを⽤いた英語論⽂作成の⼿順の
⼀例を以下に⽰す。 
(1) Summary, Introduction, Materials and methods, Results, 
Discussion といった論⽂の各パートについて、⽂法的、学術的に正確な⽇本
語の⽂章を作成する。 
(2) それぞれのパートを適当な⻑さに分割してインターネット上の翻訳ソフト
(DeepL、 Google 翻訳 等)を⽤いて英語化する。作成された英⽂を検討し、
意図に反する箇所を修正する。 
(3) 修正後の英⽂を同じ翻訳ソフトを⽤いて⽇本語に翻訳し、その⽇本語が意
図と⼀致しているかを検討し、意図に反する箇所の英⽂を修正する。 
(4) （任意）(3)の作業で得られた英⽂を他の翻訳ソフトを⽤いて⽇本語に翻
訳し、内容が意図した内容になっていることを確認する。 

この例のように、パソコンの発達により報告書の論⽂化はより容易になっている。
しかし、注意しなければならないのは過去のジャーナル論⽂のコピー＆ペースト(コピ
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ペ)である。早く仕上げるために、報告書の中には場合によってはコピペを⾏ったもの
があってもよいが、論⽂では⾃分の⽂章にすること、さらに引⽤したところは⽂献とし
て紹介する。たとえば「・・・⽒は⽂献・・・で次のように述べている。」などである。コピ
ペをするのは容易ではあるが、逆に検出も可能となっている。他者の論⽂のコピペ
は盗⽤であり、犯罪である。これを避けるために⾃分の考えで記述することが必要
である。また、⾃分の作成した⽂章であっても過去に報告した論⽂で使⽤した⽂
章をそのまま使⽤すると盗⽤・剽窃に当たる（⾃⼰盗⽤・⾃⼰剽窃）。論⽂作
成における翻訳ソフトの利⽤については前述したが、⽂章の盗⽤・剽窃のチェックを
⾏うソフトも利⽤可能である。盗⽤・剽窃の優れた検出ソフトとして iThenticate
が知られている。この検出ソフトを利⽤できる場合には、完成した論⽂の盗⽤・剽
窃をチェックすることを推奨する。 

論⽂の作成に⽣成系 AI(Gemini、ChatGPT 等)を利⽤することが可能であ
るが、その使⽤にあたっては注意を要する。キャリアセンター・専⾨キャリア⽀援部⾨
のホームページ (https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~cpd/) に、「⼭⼝⼤学
における学⽣の⽣成系 AI(Gemini、ChatGPT 等)の利⽤に関する留意事項」 
が掲載されているので参考にすること。なお、前述した iThenticate は、AI を⽤い
て作成された⽂章の検出も可能である。 

いずれにしても、論⽂を書くためには、結果が出ればすぐにとりまとめ、論⽂として
仕上げることが重要である。研究者としての採⽤、昇任、研究費の獲得のために
もスピーディーに多くの論⽂の発表が求められている。研究成果には レベル① 結
果報告を⼝頭発表する。レベル② 結果をジャーナル（論⽂レベルは問わない）
に投稿する。レベル③ 結果がしかるべきジャーナルに掲載される。博⼠前期課程
ではレベル①でも良いかもしれないが、博⼠課程はレベル③が要求されている。博
⼠課程に進学する学⽣はレベル②を③に上げることを⽬指すべきである。 

論⽂として仕上がれば、指導教員と⼀語⼀句、ディスカッションする。こうすれば、
⼤学院進学後 2 年で最低 1 論⽂は投稿できる。指導教員もジャーナル論⽂に
ふさわしいテーマを与えるべきであろう。 

キャリアデザインⅡ（当⾯、原則として遠隔講義）では、社会に出て必要とな
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る様々なスキルについての講義が⾏われる。創成科学研究科以外でも他研究科
の単位として、博⼠後期課程修了要件の単位に算⼊できる。2026（令和８）
年度は前期の開講である。履修⽅法等の詳細を本学のwebシラバスで閲覧し、
履修登録することが第１歩である。 
 
●余分な知識を得る 
 学会などで発表するとき、出席するセッションは、⾃分の論⽂に直接関連するも
の以外でも概要集などよく読んで臨む。ただでさえ理解するのが困難な研究をその
場当たりでは理解できないであろう。⼤学によっては読み合わせ会と称して、勉強
会をしているところもある。研究会などもできるだけ参加するとよい。そうすることで⾃
分の研究の⽴ち位置がよくわかるであろう。博⼠後期課程に進めば、ジャーナル論
⽂の執筆を重ねてゆくこととなる。研究は正確でスピードをもって⾏うことが重要で
ある。論⽂に不⾜している部分は⾃ら研究を追加し、加筆してゆく必要がある。本
学卒業⽣である Pennsylvania State University の村上教授は「学会ではで
きるだけ質問しよう。質問ができるように事前に論⽂の予習を⾏う。」と講演してい
る。結果的には他の研究者と知り合う機会が多くなり、必ず役に⽴つことであろう。 

⼤学においても共通科⽬など多くの科⽬が開講されている。これらの科⽬をでき
るだけ多く取得するとよい。教養といえば海外出張あるいは海外転勤などでその国
の政治や宗教、慣習などの理解が必要になってくるが、積極的に学んでおくことが
重要である。⼀般教養がおろそかにされがちな今⽇ではあるが、⾃分で教養の勉
学に励む必要がある。 

 
●企業就職者以上に博⼠後期課程修了者のレベルを上げるには 

企業に修⼠修了で就職している同年輩の同僚は、企業で 3 年間の実務経験
を有している。博⼠後期課程修了後に就職すると実務経験の差は⼤きいと⼼配
するかもしれないが、⻑期的にみると、個⼈差によるところが⼤きいと思われる。博
⼠後期課程では、企業では得られない博識と研究⼒、国際性を⾝に着けること
ができ、幅広い⼈脈も形成される。博⼠後期課程で⾃⾝のスキルアップをすること
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で、社会に出ても優位に⽴てる可能性が⾼いと思われる。また、修⼠修了者より
も希少価値があるのも魅⼒である。博⼠後期課程期間短縮制度を活⽤して、早
期に博⼠を取得して社会に出ることも可能である。博⼠後期課程では、どのよう
な企業でもいつの時代にでも適⽤できるような汎⽤性の⾼い⾼度な講義が⾏わ
れているので、スキルアップに⼤いに役⽴つ。 

博⼠後期課程に進む皆さんは、博⼠前期課程時代から是⾮講義を積極的に、
貪欲に取っていただきたい。そして、多くの教養、専⾨の知識を蓄えていただきたい。
無駄と思われることが、将来何かに役⽴つことは間違いない。 
 
●外国語 
 外国語の習得は博⼠課程学⽣にとって極めて重要である。特に英語は、多くの
学問分野で公⽤語として使⽤されており、学術論⽂(国際雑誌)の執筆や国際
学会での発表・討論ではほとんど英語が使⽤される。従って、国際的に活躍する
研究者・技術者を⽬指す博⼠課程学⽣は、修了までに英語の総合的能⼒を⾼
めておく必要がある。近年ではインターネットの利⽤により英語の学習が容易になっ
ている。「英語学習サイト」でインターネット検索をすれば多くのウェブサイトが⾒つか
る。リーディング、ライティング、リスニング、スピーキングの全般、あるいはそれらの
いずれかに特化した様々な無料、あるいは有料のウェブサイトが存在する。⾃分の
⽬的にあったものを⾒つけ、これを継続して活⽤することで英語能⼒の⾶躍的な
向上が期待できる。是⾮トライしてみて頂きたい。英語学習の進捗度・達成度を
客観的に評価するために英語の資格・検定試験が利⽤できる。主要なものとして
は英検、TOEIC、TOEFL、IELTS等が挙げられるが、それぞれ特徴がある。⽇本
では英検が知名度が⾼く受験者数が多いが、国外では資格として通⽤しない。
TOEIC、TOEFL、IELTS は国際的に通⽤する試験であるが、TOEIC はリーディ
ングとリスニングの技能に関する試験であるのに対し、TOEFL、IELTS はこれら
の技能にライティング、スピーキングを加えた 4 技能を測る試験である。TOEIC
はビジネス英語の能⼒の評価に使⽤され、⽇本においても企業における就職、
昇進、海外転勤等で指標とされることが多い。これに対して海外の⼤学・⼤
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学院への⼊学や海外移住を⽬指す場合は TOEFL、IELTS を受験することが
推奨される。⾃分の⽬的にあった試験を早めに決定しそれに向けた勉強を毎⽇継
続することが望ましい。各試験の試験対策に特化した無料あるいは有料のウェブ
サイトが利⽤できるので、⾃分にあったものを探し、継続して活⽤することで点数の
⼤幅な上昇が期待できる。 
 
●研究時間 

博⼠課程になると、⾃分の研究時間をチェックする必要がある。これは企業にい
ても同じである。⼤学はほぼいつの時間でもオープンであるので、環境は整っている。
真剣に研究していれば成果は必ず出る。これはスポーツ選⼿の練習と同じである。
なお、この研究時間には coffee time, lunch time, tea time さらには TA 就
労時間を除くことはいうまでもない。 
 
●コミュニケーションを上⼿くするには 
 ⽬上の者との対話、就職⾯接、学会発表の質疑応答など学⽣の皆さんは悩む
ことが多い。まず、⽇ごろからその訓練をする必要がある。親兄弟、指導教員、学
会の懇親会など積極的に対話の場を求めて活⽤することである。どんな場合でも
怖気ずにものを⾔うこと、情熱をもって話すことが⼤切である。しかし、内容が伴わ
なければ意味がない。そのためには⽇ごろから多様な情報源に触れることで、確か
な知識を持つことが重要である。 
 
●英語発表 
 どんな発表でも原稿を読むのは好ましくない。学会によっては、発表において原
稿を読まないこととある。英語を⺟国語とする⼈でもイントロのところは原稿を読ん
でいる研究者もいるにはいる。ここで、練習⽅法は各⾃により異なるかもしれない
が、たとえば、次も⼀つの⽅法である。（1）論⽂中の名詞を⼗分頭にいれる。
（2）名詞の次は動詞を頭に⼊れる。（3）英語の⽂型は 5 種類しかない。こ
れを頭に⼊れる。（4）⼗分繰り返し、訓練すれば発表時間が 30 分でも 1 時
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間でも苦労が少ない。⽂章の丸暗記は中々⼤変であるが、この⽅法だと、短時
間の訓練で終えることができる。これに関してはプレゼンテーションの講義が準備さ
れているので、受講していただきたい。 
 
●あなたは博⼠に向いているか 

全ての個⼈的成果は次のように得られるといわれている。各⾃で省みて判断し
てほしい。 

成果＝基本能⼒×熱意×考え⽅ 

基本能⼒(Ability)＝⼈間の基本能⼒差は⼤きくない。どんなに差があっても
2 倍か︖例えば 100m を 9.5 秒で⾛る⼈もいるが、ほとんどの⼈は 19 秒あれば
⾛れる。熱意(Passion)＝やる気がなければ、能⼒だけではどうにもならない。こ
れは個⼈により 2 倍以上の差がつく。考え⽅(Philosophy)＝考え⽅、哲学。前
向きな考え⽅（ポジティブかネガティブな考え⽅）が必要。英語で博⼠は
Doctor of Philosophy(略 PhD) という注。詳しくは化学ならば Doctor of 
Philosophy in Chemistry という。海外では博⼠は哲学的思考⼒を持ってい
る者でもある。考え⽅の基本はプラス思考である。これと同じ考えをある囲碁名⼈
が名⼈位に就いたとき、名⼈になるには何が必要かと聞かれて「虚仮(こけ)の⼀念」
といった。結果的に熱意が極めて重要となる。 

熱意を具体的に表すものとしては何よりもかける時間である。1 ⽇の研究時間
そのものが端的に熱意として現れる。この Diary の年間スケジュールの空いたところ
にでも 1 ⽇ 1 ⽇の研究時間を記⼊するとよい。ただし、駄弁っている間、飲⾷して
いる間、メール、インターネットなど直接研究に関係ないことなど、椅⼦に座っている
だけでは研究時間に⼊らない。正直に研究時間を記録に残そう。そして、週末に
1 週間単位で総計してみよう。 

注︓⼯学博⼠を Doctor of Engineering と訳すと若⼲意味が異なる。⼤学にもよる
が、普通、論⽂より講義単位に重点が置かれる。 
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●世界で勝つ博⼠⼈材（多くの識者の⾔をまとめると） 
①産業イノベーション（a．売れる商品が標準になる。b．世界共通の品質。c．
時として破壊的テクノロジーが⽣まれる。）を理解する知性 ②たこつぼに⼊らず
世界の変化を⾒抜く能⼒ ③⼈は⼀⼈では何もできないので、多くの⼈を巻き込
む能⼒ ④プロジェクトをマネージするスキル ⑤世界のどこでも議論するコミュニケー
ション能⼒ 
 
●⾯接とその評価 
 内容だけが評価されることは少ない。⾃分の持っているものを情熱的に話すこと
が⼤事である。⾯接に関するメラビアンの法則によれば①視覚情報（⾒た⽬、表
情、ジェスチャーなど）（55%）、②聴覚情報（声のトーン、速さ、⼝調など）
（38%）、③⾔語情報（話の内容、意味）(7%) というのが⼀般的である。
専⾨家を相⼿にするときは内容と話し⽅に重点が置かれ、その割合は異なるであ
ろう。印象には常に気を配っておこう。⾯接⾃体も⽇ごろからの対話訓練が必要で
ある。なお、⾯接は会社の周辺から始まっており、防犯カメラで⾒られているとのう
わさもある。待合室は当然のことであるので、待っている間も⾯接されている気分で
いる必要がある。なお、「メラビアンの法則」をネットで検索すると詳しく掲載されてい
る。 
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 博⼠課程の⽬標・計画 (p.21 博⼠課程学⽣⼼得を参照して記載) 
主たる研究テーマ 
 

⽬標 
 

計画 
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博⼠課程在籍中の主なイベント・スケジュール 
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博⼠課程の 1 年次の⽬標・計画 
⽬標 
 
 

計画 (研究テーマごとに記載) 
 

イベント・スケジュール 
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達成状況の記載 
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博⼠課程の２年次の⽬標・計画 
⽬標 
 
 

計画 (研究テーマごとに記載) 
 

イベント・スケジュール 
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達成状況の記載 
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博⼠課程３年次の⽬標・計画 
⽬標 
 
 

計画 (研究テーマごとに記載) 
 

イベント・スケジュール 
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達成状況の記載 
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博⼠課程４年次(4 年制の専攻)の⽬標・計画 
⽬標 
 
 

計画 (研究テーマごとに記載) 
 

イベント・スケジュール 
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達成状況の記載 
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その他の⽬標・計画・達成状況 
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活動および実績の記録 
資格・免許等 
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学⼠の学位（⼤学・学部名、学⼠の種類、学位記の番号、取得年⽉⽇） 
 
 
 
学科名、卒論題⽬、指導教員名 
 
 
 
修⼠の学位（⼤学・研究科名、学⼠の種類、学位記の番号、取得年⽉⽇） 
 
 
 
 
専攻名、修⼠論⽂題⽬、指導教員名 
 
 
 
その他の学位 
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博⼠後期課程（創成科学研究科）での修得科⽬名、単位数、学年・学期 

区分 必/選 授業科⽬名 単位数 履修記録 

研
究
基
盤 

必* 研究者⾏動規範特論 １  
必* 知的財産特論 １  
選 サイエンティフィック・ライティング １  
選 プレゼンテーション特論 １  

 必** リサーチメソドロジー特論 ２  
必** イノベーション特論 ２  
必** 技術ロードマップ特論 ２  
選 製品開発特論 ２  

 選 キャリアデザインⅡ ２  
選 学外特別研修Ⅱ 1~4  
選 ⻑期インターンシップⅡ ６  

専
攻 
基
盤 

必 最先端⾃然科学研究科⽬ ２  
選   
選   
選    
選   
   
    
    
    
    

 やまぐち未来創発塾⽣にはイノベーション教育科⽬ 2 単位が必修、キャリアデ
ザインⅡの受講は強く推奨されている。 
 創成科学研究科の必修の ＊および ＊＊ は研究科要覧を参照。  

 

ॖ
ঀ
ঋ
␗
३
⑄
থ 

教
育 

य़
⑂
জ
॔
教
育
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受講記録  科⽬名（                 ） 
年⽉⽇ 時間 テーマ 担当者 確認 
1     

2     

3     

4     

5     

6     

7     

8     

9     

10     

11     

12     

13     

14     

15     

16     

17     

18     

19     

20     
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受講記録  科⽬名（               ）  

年⽉⽇ 時間 テーマ 担当者 確認 
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受講記録  科⽬名（               ）  

年⽉⽇ 時間 テーマ 担当者 確認 
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学位の記録（研究科名、学位の種類、学位記の番号、取得年⽉⽇） 
 
 
 
 
専攻名、論⽂題⽬、指導教員名 
 
 
 
 
参考論⽂ 
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学会等の発表 
（題⽬、著者名、開催場所、開催⽉⽇、集会の名称、主催者、発表形式等） 
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学会等の発表(続き) 
 



50 
 

発表論⽂、著作物等 
（題⽬、著者名、出版物の名称、巻・号・⾴、発表年⽉、備考） 
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発表論⽂、著作物等(続き) 
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ＴＡ・ＲＡの経歴、留学、インターンシップ等 
 



53 
 

ＴＡ・ＲＡの経歴、留学、インターンシップ等(続き) 
 



54 
 

受賞記録、その他の特記事項 

時間割 
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2026 年度   前期 
 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        

        

 
2026 年度   後期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        
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時間割 
2027 年度   前期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8 
       

9・10        

        

 
2027 年度   後期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        
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時間割 
2028 年度   前期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        

        

 
2028 年度   後期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        
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時間割 
2029 年度   前期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        

        

 
2029 年度   後期 

 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟  

1・2        

3・4        

5・6        

7・8        

9・10        
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参考サイト QR コード⼀覧 
 

学ぶ︓ キャリアパス 
 

キャリア⽀援
ポータルサイ
ト  

博⼠⼈材 
データベース

科学技術振
興機構
（JST）  

⽇本学術振
興会
（JSPS）  

⽂部科学省
若⼿研究者
ポートフォリオ

 

知る︓ 就職サイト 

 

⾏動する︓ インターンシップ等 
 

ジョブ型研究
インターンシッ
プ(学⽣向け
資料)  

HIRAKU
⻑期インタ
ーンシップ 

学内インター
ンシップ情報

 

⼭⼝⼤学「次世
代研究者挑戦的
研究プログラム」  

⼭⼝⼤学研究推進機
構 「未来を拓く地⽅
協奏プラットフォーム」  

 

アカリク 
 

リクナビ ⽇経キャリア

 


